
尾瀬の郷 

Oze-no-Sato  Katashina

7月

平成19年（2007年）
（第1号 昭和29年2月）

発行片品村役場

No.624

人口と世帯（平成19年7月1日現在）1,75 9世帯（±0）男2,746 人（－7）女2,88 2人（－8）計5,62 8（－15）

“まちわびた至仏山”
高山植物の宝庫至仏山は、植生保護のため
残雪期の入山を規制していましたが、無事山
開きになり多くの登山愛好家を迎えました。

（７／１鳩待峠）
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今年の
テーマ 音で遊ぼう　音楽は友だち!!

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
お

客
様
の
年
金
記
録
（
厚
生
年
金
保
険

の
加
入
記
録
及
び
国
民
年
金
の
納
付

記
録
）
に
関
す
る
ご
相
談
に
お
応
え

す
る
た
め
、
左
記
の
日
程
で
臨
時
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
開
設
日

７
月
19
日
（
木
）

●
開
設
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時

●
開
設
場
所

片
品
村
役
場
２
階
　

相
談
室

●
年
金
記
録
相
談
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
に
は
運
転
免
許
証
、
健
康

保
険
被
保
険
者
証
な
ど
ご
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
。）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来

ら
れ
る
際
は
、
依
頼
状
が
必
要
で
す
。

な
お
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
歴

が
あ
る
方
は
、
職
歴
等
を
メ
モ
し
て

お
越
し
い
た
だ
く
と
確
認
が
容
易
に

で
き
ま
す
。

年
金
記
録
に
関
す
る

『
臨
時
相
談
窓
口
」を
開
設
し
ま
す
。

年
金
記
録
に
関
す
る

『
臨
時
相
談
窓
口
」を
開
設
し
ま
す
。

７
月
１
日
（
日
）、

花
の
谷
公
園
を
会
場

に
「
宝
探
し
in
片
品

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」

（
エ
ン
ジ
ョ
イ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
片
品
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

15
回
目
を
向
か
え
た

同
バ
ザ
ー
は
、
こ
ど

も
達
が
店
を
構
え
た

「
ち
び
っ
こ
商
店
街
」

や
地
元
の
特
産
物
や

新
商
品
の
紹
介
や
販

売
、
地
域
づ
く
り
団

体
に
よ
る
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
な
ど
16
店
が

出
展
し
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
「
音

で
遊
ぼ
う
音
楽
は
友

達
！
」
の
と
お
り
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
音

楽
に
合
わ
せ
大
き
な

模
造
紙
に
自
由
な
絵

を
描
く
「
ラ
イ
ブ
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
な

ど
が
あ
り
、
会
場
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

楽
し
い
笑
顔
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

ライブペインティング

フリーマーケット

第5区作業状況

ミニライブ
ちびっ子商店

各
地
区
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
開
始

今
年
度
か
ら
片
品
村
が
進
め
て

い
る
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
各
地
区

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
５
区
で
は
、
６
月
２
日
に
区

役
員
・
婦
人
会
・
21
世
紀
の
役
員

な
ど
52
名
の
参
加
で
村
道
小
田
部

線
沿
い
の
滝
ノ
沢
の
不
法
投
棄
ご

み
３
・
２
ト
ン
を
撤
去
し
ま
し
た
。

５
区
で
は
、
こ
の
活
動
が
４
年

目
を
迎
え
、
地
区
内
の
ご
み
も
あ

と
数
年
で
完
全
撤
去
で
き
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

８
区
で
は
鎌
田
商
工
会
青
年
部

が
６
月
19
日
（
火
）、
部
員
11
名
が

参
加
し
鎌
田
地
内
の
宇
条
田
峠
線

６
月
26
日
（
火
）、
白
根
山
の
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
復
元
作
業
が
、
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
を
守
る
会
を
中
心
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
復
元
作
業
は
、
白
根
山
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
花
で
あ
る
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
の
絶
滅
を
危
惧
し
、
平
成
５
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
守
る
会
の
メ
ン
バ
ー
の

沿
い
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
不
法
投

棄
ご
み
の
撤
去
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
村
が
進
め
る
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
の
一
つ
で
、
第
８
区

長
の
要
請
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
２
カ
所
で
９
０
５
kg

の
ご
み
を
片
づ
け
ま
し
た
。

ご
み
の
中
に
は
テ
レ
ビ
等
の
粗

大
ご
み
や
ビ
ン
缶
等
の
不
燃
ご
み
、

燃
え
る
ご
み
が
、
土
中
に
埋
ま
っ

て
い
る
状
態
で
、
土
を
掘
り
返
し

な
が
ら
拾
い
ま
し
た
。
事
業
に
協

力
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
し
た
。

尾
瀬
の
単
独
国
立
公
園
化
も
間
近

で
す
。
村
内
に
ご
み
が
一
つ
も
な

い
村
に
み
な
さ
ん
で
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

（
生
活
環
境
課
）

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
で
健
闘

白
根
山
の

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
復
元 小型ポンプの部　第1分団

傾斜地での作業

平
成
19
年
度
利
根
沼
田
支
部
消
防

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
、
６
月
３
日

（
日
）
沼
田
公
園
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
競
技
会
は
、
消
防
活
動
に
必

要
な
機
械
器
具
の
取
扱
や
安
全
管
理

な
ど
の
技
術
を
競
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
防
災
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
る
目
的
で
毎
年
行
な
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
片
品
村
消
防
団
も

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
第
１
分
団
、
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
第
５
分
団
が
出

場
し
ま
し
た
。

両
分
団
と
も
東
消
防
署
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
毎
晩
練
習
を
重
ね
て

こ
の
日
の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
が
、

小
差
で
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。

ま
た
、
激
励
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
村
議
会
議
員
の
皆
様
や
区
役

員
の
皆
様
の
心
強
い
ご
声
援
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
第
１
分
団
）

指
揮
者
　
千
　
明
　
貴
　
行

１
番
員
　
星
　
野
　
孝
　
則

２
番
員
　
萩
　
原
　
一
　
彰

３
番
員
　
桑
　
原
　
岳
　
偉

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
第
５
分
団
）

指
揮
者
　
入
　
澤
　
公
　
敬

１
番
員
　
後
　
藤
　
紳
　
一

２
番
員
　
笠
　
原
　
勇
　
治

３
番
員
　
入
　
澤
　
　
翔

４
番
員
　
笠
　
原
　
康
　
明

ほ
か
県
立
尾
瀬
高
校
生
徒
や
日
本
製

紙
か
ら
参
加
し
た
ボ
ラ
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
約
１
１
０
人
が
、
自
然
公
園
指

導
員
の
指
導
に
よ
り
、
約
70
株
の
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
を
白
根
山
の
弥
陀
ヶ
池

の
西
側
斜
面
に
移
植
し
、
復
元
を
願

い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
は
移
植
だ
け
で
な

く
、
登
山
道
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
、
白

根
山
の
自
然
保
護
活
動
に
も
汗
を
流

し
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第8区作業状況
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６
月
８
日
（
金
）、
武
尊
牧
場
キ

ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
武
尊
山
山
開

き
並
び
に
夏
山
リ
フ
ト
安
全
祈
願

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど
早
い
山

開
き
と
な
っ
た
た
め
レ
ン
ゲ
ツ
ツ

ジ
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
開
花
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
こ
の
日
は
、
約
１
５
０
名

の
参
加
者
が
尾
瀬
太
鼓
の
演
奏
を

合
図
に
、
登
り
初
め
を
行
い
ま
し

た
。今

年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏

山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
武

尊
地
区
が
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
の
皆

さ
ん
で
賑
わ
う
こ
と
と
、
ハ
イ
カ

ー
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

６
月
24
日
、
み
な
か
み
町
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
利
根

沼
田
地
区
に
あ
る
和
太
鼓
会
９
組

に
よ
る
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。演

奏
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
司

会
者
が
参
加
団
体
を
丁
寧
に
紹
介

し
、
和
太
鼓
に
対
す
る
思
い
を
感

じ
な
が
ら
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

片
品
村
か
ら
も
尾
瀬
太
鼓
愛
好

会
が
参
加
し
元
気
な
演
奏
を
披
露

し
て
き
ま
し
た
。

武
尊
山
山
開
き

利
根
沼
田
和
太
鼓
の
会
交
流
発
表
会

６
月
14
日
か
ら
19
日
の
６
日
間
、

さ
い
た
ま
市
内
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
で
「
尾
瀬
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
、
尾
瀬
の
郷
・
片
品
村
の
紹

介
コ
ー
ナ
ー
で
は
夏
大
根
な
ど
の

特
産
品
販
売
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
尾
瀬
の
保
護
活
動

を
進
め
て
い
る
東
京
電
力
が
主
催

し
、
尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
・
新
井

幸
人
さ
ん
（
写
真
家
）
の
「
尾
瀬

の
四
季
写
真
展
」
や
尾
瀬
ク
イ
ズ

尾瀬水芭蕉コンサート開催
「
尾
瀬
フ
ェ
ア
」　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ラ
リ
ー
、
大
白
大
豆
を
使
っ
た
料

理
教
室
、
尾
瀬
林
業
に
よ
る
保
護

活
動
の
紹
介
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
野
口
健
さ
ん
と
、

尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
・
竹
内
純
子

さ
ん
（
東
京
電
力
）
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
で
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
富

士
山
麓
の
清
掃
活
動
と
あ
わ
せ
て

尾
瀬
の
清
掃
活
動
が
紹
介
さ
れ
、

自
然
保
護
活
動
の
難
し
さ
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
尾
瀬
の

す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

片
品
村
で
文
化
と
自
然
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
６
月
16

日
（
土
）
片
品
村
文
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
尾
瀬
水
芭
蕉
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
尾
瀬
林
業
（
株
）

と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

演
奏
者
ト
リ
オ
・
デ
ュ
・
ポ

ロ
ー
ニ
ア
の
３
名
は
、
桐
朋
学

園
大
学
音
楽
学
部
の
４
年
生
で
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
風
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
「
八
木
節
」
や
「
夏
の
思
い

出
」
な
ど
普
段
聴
き
な
れ
た
曲

を
中
心
に
全
12
曲
を
演
奏
し
観
客

の
皆
さ
ん
を
魅
了
し
て
く
れ
ま

し
た
。

む
ら
づ
く
り
観
光
課

3人の奏でる美しい音色が観客を魅了

会場を飾った尾瀬の写真

笑顔の内田悠太くん
尾瀬太鼓の演奏で登り初め

チームワークが良かった尾瀬太鼓愛好会

片
品
村
が
本
年
度
、
キ
ャ
リ
ア
・

ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
推
進
地
域
と

し
て
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。

「
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ

ー
ク
」
は
、
子
ど
も
た
ち
の
勤
労
観
、

職
業
観
を
育
て
る
た
め
に
、
中
学
校

に
お
い
て
５
日
間
以
上
の
職
場
体
験

を
行
う
活
動
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
事
業
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
片
品
村

キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク

実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
６
月
14
日

（
木
）
に
第
１
回
目
の
実
行
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
村
・
商
工
会
・
森

林
組
合
・
農
協
・
観
光
協
会
・
社
会

福
祉
協
議
会
・
郵
便
局
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

の
代
表
の
方
々
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

10
月
に
は
、
片
品
中
学
校
の
２
年

生
が
５
日
間
の
職
場
体
験
を
行
う
予

定
で
す
が
、「
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー

ト
・
ウ
ィ
ー
ク
」
の
充
実
と
成
功
の

た
め
に
は
、
一
カ
所
で
も
多
く
の
職

場
体
験
の
受
入
事
業
所
等
の
協
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

郷
土
片
品
を
支
え
て
い
く
人
材
と

し
て
成
長
す
る
生
徒
が
、
社
会
体
験

を
通
し
て
、
学
ぶ
こ
と
、
働
く
こ
と
、

生
き
る
こ
と
の
尊
さ
を
実
感
し
、
望

ま
し
い
勤
労
観
、
職
業
観
を
育
み
、

社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
自
立
し
て

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
さ
せ
る

た
め
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

「
キ　
ャ　
リ　
ア　
・　
ス　
タ　
ー　
ト　
・　
ウ　
ィ　
ー　
ク　
」
に
つ
い
て

第
3  9  
回
利
根
沼
田

学
年
別
柔
道
大
会

片品村キャリア・スタート・ウィーク実行委員会（H19.6.14）

平
成
19
年
６
月
27
日
（
水
）、
群
馬

県
庁
正
庁
の
間
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
、「
平
成
19
年
度
群
馬
県
へ
き
地
教

育
振
興
会
総
会
」
に
お
い
て
、
花
咲
出

身
の
星
野
徳
夫
さ
ん
が
へ
き
地
教
育
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

星
野
さ
ん
が
片
品
村
の
教
育
振
興
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
た
こ
と
が
、
へ
き
地
学
校
の
教
育
環

境
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
と
し
て

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

星
野
さ
ん
に
は
今
後
と
も
片
品
村
の

振
興
の
た
め
に
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

教
育
委
員
会
）

古くから、保護と適正利用に向けた先駆的
な取り組みが行われていた尾瀬は、自然保護
の原点と言われています。その尾瀬が、今年
８月中にも、「日光国立公園尾瀬地域」から

「尾瀬国立公園」に生まれ変わります。
２１世紀の新しい国立公園となる尾瀬を象

徴し、皆に愛され、標識類や印刷物などに永
く使用されるロゴマークを広く募集します。

●募集期間 平成１９年６月５日（火）

～８月３日（金）必着

●応募方法 応募用紙（ダウンロード可能）

http://www.oze-fnd.or.jp/oze-kouen/ozekouen.htm

またはＡ4版の用紙(白色)に作成してください。

〒371－8570

群馬県前橋市大手町１丁目１－１

群馬県庁１７階

尾瀬国立公園記念事業準備委員会事務局

（財団法人尾瀬保護財団事務局）

担当：内田

1 ０２７－２２０－４４３１

ＦＡＸ　０２７－２２０－４４２１

E-mail logo@oze-fnd.or.jp

★尾瀬国立公園のロゴマーク募集★★尾瀬国立公園のロゴマーク募集★

６
月
17
日
、
沼
田
公
園
沼
小

記
念
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た

伝
統
あ
る
大
会
に
、
12
教
室
１
５

７
人
の
小
学
生
と
11
校
の
中
学
校

か
ら
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
片

品
村
柔
道
教
室
か
ら
は
５
名
の
選

手
が
出
場
し
、
小
学
１
年
生
の
部

で
内
田
悠
太
君
（
南
小
学
校
）
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
応
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。

ま
た
、
柔
道
教
室
練
習
生
の
皆

さ
ん
は
、
今
後
も
稽
古
に
励
み
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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◇ワンポイント
・②のたれ作りは、ゆるすぎず、硬すぎず、熱いうちにからめるのがコツです。
・季節の香り（山椒の実等）を入れてもおいしいです。
・衣がしんなりしないうちに食べると格別です。

◇じゃが芋の効能
・じゃが芋に含まれているビタミンＣが傷ついた胃腸の粘膜を正常に戻してく

れます。
・血圧を下げるカリウムや腸の働きを促進させる食物繊維が含まれています。

○１人分の栄養価　　ｴﾈﾙｷﾞｰ：374Kcal 蛋白質：4.7ｇ　　脂質：18.8ｇ　　塩分：1.4ｇ

～新じゃがを使った料理～

『じゃが芋のピリ辛味噌あえ』 作成者　新井光江さん（摺渕）

【作り方】

①じゃが芋は皮付きのまま４等分

に切り、茹でておく。

② �を鍋に合わせ煮立たせ弱火に

しておく。

③茹でたじゃが芋に天ぷら同様に衣

をつけて、衣がカリカリするくらいまで揚げる。

④②の中に③のじゃが芋を入れて手早く味噌がよくからまるよう

に混ぜる。

※三升漬……しょうゆ、こうじ、青唐辛子を各１升ずつ入れ、漬

け込んだもの

材料（４人分）
� じゃが芋……中5～6コ

� 味噌……………20ｇ
三升漬…………適量

（粉唐辛子でも可）
砂糖……………２０ｇ
水または酒……適量

衣　天ぷら粉………適量
水………………適量
揚げ油

﹇
入
院
時
の
負
担
金
を
軽
減
﹈

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
及
び
老
人

医
療
受
給
者
が
入
院
し
た
と
き
は
、
負
担
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

国
保
加
入
者
は
入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
標
準
負
担
額
（
自
己
負
担
額
）

が
、
老
人
医
療
受
給
者
は
標
準
負
担
額
と
入
院
時
一
部
負
担
金
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
内
容
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

該
当
者
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
入
院
時
一
部
負
担
金
額
の
軽
減
﹈

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
70
歳
以
上
の
人

は
、
同
一
の
月
に
同
一
の
保
険
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担
限

度
額
は
２
万
４
千
６
０
０
円
で
す
（
区
分
Ⅱ
）。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
収
入
か
ら
必
要
経
費
等
を
差
し
引
い
た

所
得
が
な
い
場
合
、
限
度
額
は
１
万
５
千
円
で
す
（
区
分
Ⅰ
）。

﹇
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準
負
担
　
額
の
減
額
﹈

入
院
時
の
食
事
療
養
費
標
準
負
担
額
は
、
１
食
２
６
０
円
で
す
が
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
、
一
食
２
１
０
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
過
去
一
年
間
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
る
場
合
、
１
日
１
６

０
円
に
、
区
分
Ⅰ
の
認
定
を
受
け
る
と
、
１
日
１
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

﹇
認
定
証
の
交
付
﹈

こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
窓
口
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
後
に
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。
認
定
証
は
、
保
険
医
療

機
関
の
窓
口
に
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
有
効
期
限
﹈

平
成
19
年
８
月
１
日
〜
平
成
20
年
７
月
31
日

（
老
人
保
健
　
平
成
19
年
８
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日
）

﹇
用
意
す
る
も
の
﹈

被
保
険
者
証
・
老
人
医
療
受
給
者
証
（
受
給
者
の
み
）
・
印
鑑

＊
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
る
た
め

有
効
期
限
が
変
わ
り
ま
す
。

《
70
歳
未
満
の
人
は
入
院
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
》

限
度
額
適
用
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
窓

口
で
の
支
払
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

６
月
30
日
（
土
）
片
品
中
学
校
校

庭
で
第
29
回
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
村
内
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

か
ら
８
チ
ー
ム
約
１
０
０
名
が
参
加

し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
ゲ
ー
ム
が
展

開
さ
れ
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
応
援
の

方
々
の
歓
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し

た
。結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
片
少
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝
　
花
咲
Ａ

第
３
位
　
武
尊
根

第
３
位
　
片
品
北
地
区
Ａ

２
部
大
会

優
　
勝
　
片
小
ク
ロ
カ
ン

準
優
勝
　
片
小
ア
ル
ペ
ン
　

尾瀬の郷　片品村教育委員会

では文部科学省と連携し『早

ね早おき朝ごはん』運動を推

進します。片品村の教育方針

である「楽しく学び明るく鍛

えあい豊かな心を育む」片品

っ子を育てるため地域のみな

さんの力をかしてください！

★地域の行事等に積極的に参加させましょう

：青少年は地域で愛情をもって育てる。

★家族で携帯電話について話し合いましょう

：犯罪に巻き込まれないために。

★早ね早おき朝ごはん運動

：早おき“ちゃがし”これで→学力アップ

ご協力をお願いします!!

青少年の夏休みはココがポイント

尾瀬､ちゃがし､元気村
推進委員会

片品村ＰＴＡ連絡協議会・片品村教育委員会
文部科学省早寝早起き朝ごはんプロジェクトチーム

ご協力をお願いします!!

青少年の夏休みはココがポイント

家
庭
で
使
わ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
量
は
、
第
１
次
石
油
危
機
が
発

生
し
た
昭
和
48
年
と
比
べ
て
２
倍
以

上
も
増
え
て
い
ま
す
。
快
適
な
生
活

へ
の
志
向
が
強
ま
る
中
、
今
後
と
も

家
庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は

増
大
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
使
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
約
８
割
は
石
油
等
の
化
石
燃

料
の
燃
焼
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
等
の
温
室

効
果
ガ
ス
が
発
生
し
、
地
球
規
模
の

気
温
の
上
昇
な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
球
温
暖
化
問
題

へ
の
対
応
は
、
一
人
一
人
が
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
問
題
で

す
。各

家
庭
に
お
か
れ
て
は
、
今
年
の

夏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

今
一
度
身
の
回
り
を
見
直
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
さ
ら
に
次
の
工
夫

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

１．

室
内
は
過
度
に
冷
や
し
す
ぎ

て
い
ま
せ
ん
か
？

室
温
は
、
冷
房
が
過
度
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
部
屋
の
温
度
の
こ
ま
め

な
調
節
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
冷
や
し

過
ぎ
は
電
気
の
ム
ダ
使
い
だ
け
で
な

く
健
康
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

２．

窓
に
は
日
よ
け
を
！

冷
房
を
行
う
時
に
は
東
西
の
日
射

遮
断
が
有
効
で
す
。
ひ
さ
し
や
ブ
ラ

イ
ン
ダ
ー
等
に
よ
り
、
窓
か
ら
の
太

陽
熱
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
窓

か
ら
の
太
陽
熱
の
侵
入
を
約
半
分
に

減
少
で
き
ま
す
。

３．

照
明
器
具
の
取
り
替
え
と

お
手
入
れ
を
！

照
明
器
具
は
、
省
エ
ネ
型
蛍
光
ラ

ン
プ
や
電
球
型
蛍
光
灯
な
ど
の
高
効

率
機
器
に
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。
電

球
型
蛍
光
灯
は
同
じ
明
る
さ
の
白
熱

電
球
に
比
べ
寿
命
は
６
倍
、
消
費
電

力
は
約
３
分
の
１
に
な
り
ま
す
。
照

明
器
具
の
ほ
こ
り
を
と
る
だ
け
で

も
、
20
〜
30
％
明
る
さ
が
増
し
ま
す
。

ラ
ン
プ
の
取
り
替
え
も
早
め
に
し
ま

し
ょ
う
。

４．

冷
蔵
庫
の
上
手
な
使
用
を
！

冷
蔵
庫
は
直
射
日
光
、
壁
へ
の
密

着
を
避
け
、
風
通
し
の
良
い
所
に
置

き
ま
し
ょ
う
。
水
気
の
多
い
も
の
は

ラ
ッ
プ
で
包
む
か
密
閉
容
器
に
入

れ
、
熱
い
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら
入

れ
ま
し
ょ
う
。

夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

ご
協
力
を
!  !  

片小ファイターズ
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片
品
中
学
校
教
諭
　
関
谷
　
良
子

（
総
合
的
な
学
習
主
任
）

片
品
村
は
自
然
と
人
に
恵
ま
れ

た
村
で
す
。
こ
の
環
境
を
生
か
し
、

片
品
中
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
は
、
１
年
生
で
「
片
品
を

知
る
」、２
年
生
で「
片
品
を
探
る
」、

３
年
生
で
「
片
品
を
提
案
す
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
郷
土

を
愛
す
る
心
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

そ
の
内
容
の
一
つ
は
、
地
域
の

自
然
を
学
ぶ
学
習
で
す
。
尾
瀬
高

校
自
然
環
境
科
に
御
協
力
い
た
だ

く
自
然
観
察
会
と
、
外
部
講
師
を

招
く
環
境
講
座
が
あ
り
ま
す
。
自

６
月
17
日
日
午
後
、
片
品
小

学
校
体
育
館
に
て
、
片
品
カ
レ
ッ

ジ
「
歩
い
て
笑
顔
・
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
50
数
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
究
所

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
駒
崎
優

然
観
察
会
は
、
武
尊
山
と
尾
瀬
を

題
材
と
し
、
片
品
の
豊
か
な
自
然

に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
態

度
を
育
て
ま
す
。
ま
た
、
環
境
講

座
は
自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
な
知
識
を
学
び
、
考

え
、
実
践
し
て
い
く
た
め
の
学
習

で
す
。

も
う
一
つ
は
、
郷
土
を
知
る
た

め
の
学
習
で
す
。
各
学
年
の
校
外

学
習
や
、
文
化
財
巡
り
、
片
中
文

化
の
日
の
弟
子
入
り
、
職
業
体
験

な
ど
人
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て

学
習
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で
、

他
地
域
の
よ
さ
と
と
も
に
片
品
の

よ
さ
を
発
見
し
た
り
、
片
品
村
の

文
化
や
伝
統
な
ど
を
再
発
見
し
た

り
と
、
郷
土
を
愛
す
る
心
が
育
つ

よ
う
な
学
習
に
な
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
学
習
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
郷
土
片
品
が
、

一
生
涯
の
心
の
支
え
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

自然観察会・武尊牧場（H19.6.5）

郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
た
め
に

中
央
公
民
館
一
階
の
廊
下
に
図

書
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
本
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

公
民
館
を
訪
れ
た
際
、
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
で
読
ん
で
頂
け
る
よ
う

に
、
椅
子
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

貸
出
も
い
た
し
ま
す
。
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
借
り
て
行
か

れ
る
場
合
は
、
教
育
委
員
会
へ
一

声
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

教
育
委
員
会

御
座
入
の
星
野
和
助
さ
ん
が
、

６
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
同
意

を
得
て
、
片
品
村
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成

19
年
６
月
18
日
か
ら
の
４
年
間
と

な
り
ま
す
。

和
助
さ
ん
に
は
片
品
村
の
教
育
に

つ
い
て
御
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

☆生涯学習・社会体育関係
・片品カレッジＦ

ほたか星空観察会① 7日(火)
・片品カレッジＤ

朝日を浴びてウォーキング
8日(水)･23日(木)

・片品カレッジＣ
歩いて笑顔ウォーキング教室② 9日(木)

・トライやるT･K(水中運動) 18日(土)
・片品子どもクラブ宿泊活動

20日(月)･21日(火)
☆学校関係
・村内小学校泳力記録会 1日(水)
・夏季休業日 7月21日(土)～24日(金)
・第２学期始業式 27日(月)
◇片小
・ＰＴＡ役員会議 28日(火)
・友遊クラブ 30日(木)
◇北小
・校内水泳記録会 29日(水)
・北地区合同運動会打ち合わせ②

ＰＴＡ本部役員会 31日(金)
◇南小
・低学年プール納め　 29日(水)
・高学年プール納め 30日(木)
◇武尊根小
・武尊根ﾅｲﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 4日(土)
・校内水泳記録会 28日(火)
・武尊根記録会④ 29日(水)
・武尊根子ども教室 30日(木)
◇片中
・校内実力テスト 27日(月)
・環境奉仕日⑤ 28日(火)
・郡市少年の主張大会 29日(水)
・3年自然観察会 30日(木)
・避難訓練（地震） 31日(金)

※予定が変更される場合もありますので、
あらかじめご了承ください。

教育委員会･8月の諸行事教育委員会･8月の諸行事
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
た
め
に

中
央
公
民
館
に

図
書
コ
ー
ナ
ー
を

つ
く
り
ま
し
た

教
育
委
員
に

星
野
和
助
さ
ん
が

任
命
さ
れ
ま
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

わ
ず
か
２
時
間
で

歩
き
方
が
変
わ
っ
た

図書室カレンダー 8月

読んでみませんか

＊午後1時30分～5時30分開室
＊ はお休みです。

ガショウキ、カンマス、ボッコ

ス等々、知っているけどだんだ

んと使わなくなった上州弁。胸

の奥からなつかしく熱いものが

こみあげてくる一冊です。

『続　面白かんべェ　上州弁』、

『続々　面白かんべェ　上州弁』

もあります。

『面白かんべエ　上州弁』

遠藤　隆也 著

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
光　
子　

白　
牡　
丹　
ひ　
と　
夜　
の　
雨　
に　
く　
ず　
れ　
け　
り　

草　
取　
り　
に　
日　
が　
な　
一　
日　
使　
ひ　
切　
る　

鎌　
　　
田　
　　
中　
村　
　　
導　
子　

背　
も　
た　
れ　
に　
身　
を　
あ　
づ　
け　
れ　
ば　
初　
夏　
の　
空　

初　
蝉　
の　
声　
こ　
ぼ　
れ　
だ　
す　
山　
の　
径　

鎌　
　　
田　
　　
渡　
辺　
　　
和　
昭　

五　
十　
雀　
唄　
ふ　
木　
道　
の　
雪　
を　
掻　
く　

風　
立　
ち　
て　
甘　
き　
香　
り　
の　
水　
芭　
蕉　

東　
小　
川　
　　
千　
明　
ヒ　
ロ　
子　

杖　
買　
っ　
て　
出　
羽　
三　
山　
や　
若　
葉　
道　

ク　
ー　
ル　
ビ　
ズ　
新　
語　
に　
ま　
ど　
う　
世　
代　
か　
な　

鎌　
　　
田　
　　
寺　
岡　
　　
貞　
子　

ア　
ヤ　
メ　
咲　
く　
辻　
の　
地　
蔵　
の　
赤　
頭　
巾　

稲　
光　
り　
目　
つ　
こ　
瞬　
き　
宙　
を　
刺　
す　

鎌　
　　
田　
　　
吉　
野　
　　
道　
子　

さ　
ざ　
な　
み　
や　
早　
苗　
田　
に　
吹　
く　
風　
や　
さ　
し　

馬　
鈴　
薯　
の　
花　
む　
ら　
さ　
き　
に　
峠　
し　
た　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
ト　
ミ　
エ　

野　
を　
行　
け　
ば　
や　
さ　
し　
き　
色　
の　
す　
み　
れ　
草　

吹　
割　
り　
の　
し　
ぶ　
き　
濡　
る　
る　
風　
五　
月　

須　
賀　
川　
　　
大　
竹　
　　
久　
代　

紫　
に　
霞　
む　
武　
尊　
嶺　
花　
り　
ん　
ご　

今　
朝　
早　
し　
四　
つ　
子　
巣　
立　
ち　
し　
郵　
便　
局　

栃　
久　
保　
　　
戸　
丸　
　　
好　
美　

蝉　
時　
雨　
一　
句　
を　
読　
ま　
ん　
休　
む　
石　

葉　
桜　
や　
人　
影　
薄　
き　
滝　
見　
茶　
屋　

摺　
　　
渕　
　　
木　
村　
　　
佳　
江　

早　
苗　
田　
に　
飛　
燕　
水　
う　
つ　
夕　
日　
影　

蟇　
鳴　
く　
や　
花　
咲　
き　
急　
ぐ　
尾　
瀬　
ケ　
原　

鎌　
　　
田　
　　
松　
井　
亜　
作　
枝　

た　
お　
や　
か　
に　
雨　
滴　
ら　
せ　
大　
て　
ま　
り　

軒　
下　
に　
寄　
れ　
ぬ　
網　
あ　
り　
岩　
つ　
ば　
め　

花　
　　
咲　
　　
星　
野　
　　
百　
姓　

万　
緑　
に　
埋　
れ　
て　
吾　
は　
生　
き　
て　
を　
り　

若　
葉　
風　
車　
窓　
に　
入　
れ　
て　
峠　
越　
す　

築　
　　
地　
　　
千　
明　
お　
さ　
む　

か　
っ　
こ　
う　
は　
昭　
和　
の　
唄　
が　
似　
合　
い　
け　
り　

白　
帆　
あ　
げ　
水　
面　
に　
遊　
ぶ　
水　
芭　
蕉　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
歌　
子　

田　
植　
に　
も　
月　
を　
浮　
べ　
て　
村　
眠　
る　

夏　
雲　
や　
遠　
き　
若　
さ　
を　
懐　
し　
む　

摺　
　　
渕　
　　
千　
明　
　　
新　
芽　

検　
診　
は　
無　
事　
や　
わ　
ら　
か　
く　
若　
葉　
風　

東　
京　
え　
賞　
受　
く　
車　
窓　
風　
薫　
る　

俳　
句　
え　
の　
近　
道　

○　
家　
族　
を　
詠　
む　
　　
亡　
く　
な　
っ　
た　
人　
え　

の　
思　
い　
　　
お　
盆　

お　
彼　
岸　

子　
供　
達　
の　

姿　
　　
入　
学　

卒　
業　

七　
五　
三　

鯉　
の　
ぼ　

り　

雛　

親　
え　
の　
思　
い　
　　
父　
の　
日　

母　

の　
日　
な　
ど　
は　
季　
語　
で　
す　
。　

例　
句　
　　
夏　
休　
み　
で　
帰　
省　
し　
た　
時　
に　

詠　
ん　
だ　
俳　
句　
　　
高　
橋　
通　
乃　

と　
う　
に　
亡　
き　
母　
の　
恋　
し　
き　
帰　
省　
か　
な　

瞬　

ま　
た　
た　
き　
　　
蟇　

ひ　
き　

摘　
ら　
せ　

し　
た　
た　
ら　
せ　

広
報
文
芸

片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平　
成　
十　
九　
年　
六　
月　
俳　
句　
会　

（
こ
ま
ざ
き
ま
さ
る
）
先
生
を
お
む

か
え
し
、
健
康
に
よ
く
、
ス
ポ
ー

ツ
に
も
役
立
つ
バ
ラ
ン
ス
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
実
践
法
を
学
び
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
10
名
ず
つ
歩
い
て

み
て
、
そ
の
歩
き
方
を
ビ
デ
オ
に

撮
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
10
の

ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
て
歩
く
実
践

を
行
い
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
①

「
つ
ま
先
を
あ
げ
カ
カ
ト
着
地
」

転
倒
防
止
、
足
首
の
強
化
と
シ

ェ
イ
プ
に
つ
な
が
る

ポ
イ
ン
ト
②

「
お
な
か
を
か
る
く
引
き
上
げ
る
」

ウ
エ
ス
ト
等
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る

な
ど
を
実
践
し
、
最
後
に
も
う

一
度
ビ
デ
オ
撮
影
し
、
は
じ
め
と

見
比
べ
て
、
だ
れ
も
が
歩
き
方
の

変
化
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
も
歩
い
て
い
る
方

が
い
て
、
と
て
も
楽
し
く
、
あ
っ

と
い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
々
と
指

導
し
て
下
さ
っ
た
駒
崎
先
生
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
２
回
目
は
、
８
月
９
日
木

に
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。

6月17日（日）に開催されたウオーキング教室

星野和助さん
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１
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
？

①
国
の
医
療
制
度
改
革
の
一
つ
と
し

て
、
発
足
し
た
制
度
で
す
。
市
町

村
で
構
成
さ
れ
る
広
域
連
合
に
よ

り
運
営
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
や

社
会
保
険
な
ど
の
よ
う
に
、
独
立

し
た
保
険
制
度
に
な
り
ま
す
。

②
保
険
加
入
者
は
、
75
歳
以
上
及
び

一
定
の
障

害
の
あ
る

65
歳
以
上

の
人
（
こ

の
方
た
ち

を
「
後
期

高
齢
者
」

と
い
い
ま

す
）
が
全

員
対
象
と

な
り
ま

す
。

２
現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
の

違
い
は
？

①
保
険
証
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
で

は
１
人
に
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す

が
、
現
行
の
老
人
保
健
制
度
で
は
、

老
人
医
療
受
給
者
証
が
１
人
に
１

枚
交
付
さ
れ
、
そ
の
他
に
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
か
ら
世
帯
に

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

11
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お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

１
枚
ま
た
は
１
人
に
１
枚
保
険
証

が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
医
療
機
関
で
の
個
人
負
担
に
つ
い

て
は
老
人
保
健
制
度
と
同
じ
で
、

一
般
の
人
は
１
割
負
担
、
現
役
並

み
所
得
の
人
は
３
割
負
担
と
な
り

ま
す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
保

険
加
入
者
が
保
険
料
を
負
担
す
る

こ
と
と
な
り
、
都
道
府
県
の
広
域

連
合
ご
と
に
保
険
料
率
が
決
め
ら

れ
ま
す
。

④
高
額
医
療
費
な
ど
の
給
付
に
つ
い

て
は
、
老
人
保
健
制
度
と
同
様
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
自
己
負
担
額
と

の
合
算
に
よ
る
「
高
額
介
護
合
算

療
養
費
」
な
ど
も
新
設
さ
れ
ま
す
。

３
広
域
連
合
と
市
町
村
の
役
割

①
広
域
連

合
は
、
後

期
高
齢
者

医
療
制
度

を
運
営
す

る
こ
と
と

な
り
ま

す
。
そ
の

た
め
、
保
険
料
の
決
定
や
医
療
を
受

け
た
と
き
の
給
付
な
ど
を
行
い
ま

す
。

②
市
町
村
は
、
申
請
書
や
届
出
書
の

受
付
、
保
険
証
の
引
渡
し
や
保
険

農
産
物
の
安
全
、
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
引
き
続
き
農
薬
の
適
正
使
用
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
薬
の
飛
散
防
止

に
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

農
薬
適
正
使
用
の
基
本
事
項

（
１
）
遵
守
義
務

農
薬
使
用
基
準
を

遵
守
す
る
こ
と
（
必
ず
守
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
）

各
農
薬
の
ラ
ベ
ル
記
載
事
項
を
購
入

時
、
使
用
時
に
必
ず
確
認
し
、
適
正
に

使
用
す
る

①
適
用
作
物
以
外
に
使
用
し
な
い
こ
と

②
定
め
ら
れ
た
使
用
量
ま
た
は
濃
度
を

超
え
て
使
用
し
な
い
こ
と

③
定
め
ら
れ
た
使
用
時
期
以
外
に
使
用

し
な
い
こ
と

④
農
薬
に
含
ま
れ
る
有
効
成
分
ご
と
の

総
使
用
回
数
を
超
え
て
使
用
し
な
い

こ
と
（
種
苗
で
の
使
用
も
含
め
る
）

（
２
）
努
力
規
定

消
費
者
の
信
頼
確

保
の
た
め
取
り
組
む
べ
き
こ
と

①
農
薬
を
使
用
し
た
日
や
場
所
、
作
物
、

農
薬
の
種
類
や
量
を
記
帳
す
る
こ
と

（
生
産
履
歴
の
記
帳
）

②
有
効
期
限
切
れ
農
薬
を
使
用
し
な
い

こ
と

③
農
薬
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
④
水
田
で
使
用
す
る
農
薬
の
止
水
期
間

は
１
週
間
程
度
と
る
よ
う
に
す
る
こ

と
⑤
土
壌
く
ん
蒸
剤
の
被
覆
期
間
を
守
り

揮
散
防
止
（
ガ
ス
も
れ
防
止
）
に
努

農
薬
を
使
う
前
に
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う

料
の
徴
収
な
ど
の
窓
口
業
務
を
行

い
ま
す
。

４
保
険
証
や
減
額
認
定
証
等

に
つ
い
て

①
平
成
20
年
３
月
31
日
以
前
に
後
期

高
齢
者
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
現

在
お
持
ち
の
保
険
証
や
減
額
認
定

証
等
（
平
成
19
年
度
中
に
発
行
さ

れ
る
も
の
を
含
み
ま
す
）
は
、
平

成
20
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
使
用

で
き
な
く
な
り
、
翌
日
の
４
月
１

日
か
ら
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
や
減
額
認
定
証
等
を

使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
後
期

高
齢
者
に
な
ら
れ
る
方
は
、
後
期

高
齢
者
に
該
当
す
る
年
齢
に
な
っ

た
そ
の
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
証
や
減
額
認
定
証
等

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５
保
険
料
に
つ
い
て

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
な
り
、

保
険
者
加
入
者
全
員
（
社
会
保
険

な
ど
の
扶
養
を
受
け
て
い
る
者
で

保
険
料
負
担
が
な
か
っ
た
方
も
含

む
）
が
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

②
保
険
料
に
は
、
保
険
加
入
者
全
員

の
人
数
割
り
で
負
担
す
る
「
均
等

割
額
」
と
保
険
加
入
者
の
所
得
に

応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

と
が
あ
り
、
そ
の
合
計
が
保
険
料

に
な
り
ま
す
。

③
所
得
の
低
い
人
は
、
世
帯
の
所
得

水
準
に
応
じ
て
均
等
割
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

④
年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
け
取

っ
て
い
る
方
は
原
則
と
し
て
年
金

天
引
き
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
方
は
、
市
町
村
に
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
記
載
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
の
政
省
令
に
よ
り
、
変
更
等
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
広
報
誌
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
し

て
い
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
事
務
局

1
０
２
７
（
２
５
６
）
７
１
７
１

片
品
村
役
場
　
保
健
福
祉
課

1
（
５
８
）
２
１
１
５

部　
長　
　　
梅　
澤　
照　
二　
さ　
ん　

毎　
週　
水　
曜　
日　
、　
中　
央　
公　
民　
館　
会　
議　

室　
を　
借　
り　
て　
講　
習　
会　
を　
開　
催　
し　
て　
い　

ま　
す　
。　

ク　
ラ　
ブ　
の　
発　
足　
は　
平　
成　
13
年　
、　
シ　

ル　
バ　
ー　
を　
超　
え　
た　
人　
で　
も　
生　
き　
が　
い　

を　
持　
っ　
て　
活　
動　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
ゴ　
ー　

ル　
ド　
と　
付　
け　
た　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　

現　
在　
20
名　
が　
部　
員　
登　
録　
中　
で　
、　
２　

時　
間　
の　
講　
習　
は　
、　
初　
心　
者　
か　
ら　
上　
級　

者　
ま　
で　
同　
時　
に　
技　
術　
が　
習　
得　
で　
き　
る　

よ　
う　
に　
講　
師　
が　
う　
ま　
く　
部　
員　
に　
合　
わ　

せ　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

一　
見　
難　
し　
そ　
う　
な　
コ　
ン　
ピ　
ュ　
ー　
タ　

で　
も　
初　
歩　
的　
な　
こ　
と　
を　
習　
得　
す　
れ　
ば　

新　
し　
い　
世　
界　
が　
広　
が　
っ　
て　
い　
く　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　
キ　
ー　
を　
叩　
く　
指　
や　
視　
線　
が　

生　
き　
生　
き　
と　
見　
え　
ま　
し　
た　
。　

“
会
員
募
集
中
”

平
成
20
年
４
月
〜

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

開
始
さ
れ
ま
す

●
内
　
容

今
か
ら
数
十
万
年
前
、
日
本
に
ナ

ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
い
た
頃
の
氷
河
時
代

に
焦
点
を
あ
て
、
氷
河
時
代
と
動
物

と
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

●
会
　
期
　

平
成
19
年
７
月
14
日
（
土
）

〜
９
月
２
日
（
日
）

●
休
館
日

７
／
17
（
火
）、

23
（
月
）、
30
（
月
）、

８
／
27
（
月
）
の
み
休
館

第
27
回
企
画
展

「
ア
イ
ス
エ
イ
ジ

氷
河
時
代
を
生
き
た
動
物
た
ち
」

め
る
こ
と

農
薬
飛
散
の
防
止

（
１
）
農
薬
の
散
布
時
に
は
、
近
接
ほ

場
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
へ
の
飛
散

を
防
ぐ
こ
と

①
風
向
風
力
に
注
意
す
る

②
散
布
圧
力
を
上
げ
す
ぎ
な
い

③
適
切
な
ノ
ズ
ル
を
使
用
す
る

④
散
布
器
具
に
前
回
使
用
し
た
農
薬
が

残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
（
散
布
器
具
の
洗
浄
と
点
検
を
す

る
）

⑤
使
用
記
録
を
残
す
（
生
産
履
歴
の
記

帳
）
こ
と

⑥
生
産
者
同
士
で
連
絡
を
と
り
、
農
薬

の
散
布
情
報
を
お
互
い
に
確
認
す
る

⑦
緩
衝
地
帯
、
遮
蔽
シ
ー
ト
、
遮
蔽
作

物
（
ソ
ル
ゴ
ー
等
）
の
設
置

農
薬
飛
散
防
止
対
策
は
一
つ
一
つ
の

対
策
で
は
そ
の
効
果
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
と
り
う
る
幾
つ
か
の
方
策
と
併
せ

て
防
止
効
果
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
も
全
国
で
農
薬
の
残
留

基
準
値
を
超
過
す
る
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
残
留
農
薬
問
題
が
お
こ
る
と

自
主
回
収
、
出
荷
自
粛
や
安
全
確
認
検

査
等
に
多
大
な
経
費
が
か
か
る
う
え
、

一
度
失
っ
た
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
に

多
く
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

地
域
を
上
げ
て
農
薬
適
正
使
用
の
徹

底
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

活
動
紹
介
③

片
品
村
ゴ
ー
ル
ド

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

森
山
良
子
／
ム
ッ
シ
ュ
か
ま
や

つ
・
西
川
美
江
（
沼
田
市
出
身
の

本
格
派
シ
ン
ガ
ー
）
他
が
出
演
し

ま
す
！

○
開
催
日

平
成
19
年
８
月
26
日
（
日
）

開
場
　
午
前
10
時

○
場
　
所

群
馬
県
立
森
林
公
園

「
二
十
一
世
紀
の
森
」

森
の
広
場

○
内
　
容

第
１
部
11
時

西
川
美
江
／
高
橋
李
枝
／

／
友
香
／

第
２
部
14
時
　
森
山
良
子
／

ム
ッ
シ
ュ
か
ま
や
つ

第
９
回
「
二
十
一
世
紀
の
森
」

野
外
音
楽
祭

〜
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
つ
い
て
〜

第
９
回
「
二
十
一
世
紀
の
森
」

野
外
音
楽
祭

〜
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
つ
い
て
〜

活
動
紹
介
③

片
品
村
ゴ
ー
ル
ド

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

平
成
20
年
４
月
〜

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

開
始
さ
れ
ま
す

（
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
）

○
前
売
券
　
３
０
０
０
円
（
税
込
）

中
学
生
以
下
無
料
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

農
林
建
設
課

1
（
５
８
）
２
１
１
３

（
窓
口
で
販
売
し
て
い
ま
す
。）

●
会
　
場

県
立
自
然
史
博
物
館

（
富
岡
市
上
黒
岩
）

●
観
覧
料

大
人

７
０
０
円
（
５
６
０
円
）、

高
校
・
大
学
生

４
０
０
円

（
３
２
０
円
）

中
学
生
以
下
　
無
料

（

）
内
は
有
料
入
館
者
20
名

以
上
の
団
体
料
金

●
交
通
手
段

上
信
越
自
動
車
道

富
岡
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
15
分

産業別最低賃金（改正発行日平成18年12月20日）

製鋼・鉄素形材製造業　　　763円

一般機械器具製造業　　　　753円

電気機械器具製造業　　　　751円

輸送用機械器具製造業　　　753円

（すべて時間額）

※最低賃金は､常用･臨時･パート･アルバイト

等すべての労働者に適用されます。

※最低賃金の対象となる賃金には、精皆勤手

当､通勤手当､家族手当、時間外･深夜･休日

手当､臨時又は1か月を超える期間ごとに支

払われる賃金は算入されません。

※精神的､身体的な理由から最低賃金を一律

に適用すると雇用機会を狭くする可能性が

ある労働者については、使用者が労働局長

に許可を受けることを条件に、最低賃金の

適用除外が個別に認められています。

★詳しくは、

群馬労働局労働基準部賃金室

前橋市大渡町一丁目10番7号

1027（210）5005

または､最寄りの労働基準監督署へ
お問い合せください。

群馬県最低賃金　

１時間654円
『ねぇみんな､この金額に目を留めて!』

ノートパソコンを使って講習
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募
　
　
集

ぐ
ん
ま
地
域
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム

３
人
委
員
会
哲
学
塾

「
３
人
委
員
会
哲
学
塾
」
は
、
内
山

節
（
哲
学
）、
大
熊
孝
（
河
川
工
学
）、

鬼
頭
秀
一
（
環
境
倫
理
学
）
の
３
氏
の

呼
び
か
け
に
よ
り
、
全
国
の
人
々
が
集

う
場
と
し
て
広
が
り
、
今
年
、
前
橋
市

と
片
品
村
で
開
催
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
と
は
何
か
。

地
域
を
つ
く
り
だ
す
力
と
は
何
か
。
全

国
か
ら
集
ま
る
人
々
と
と
も
に

未
来
に
向
け
て
討
論
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
　
程

平
成
19
年
７
月
28
日
〜
７
月
30
日

１
日
目
（
７
月
28
日
）

・
場
所
　
　
　
群
馬
会
館

・
募
集
人
員
　
３
０
０
名

先
着
順

・
参
加
費
　
　
無
料

・
申
込
方
法
　
申
込
書
記
載
の
上
、

群
馬
県
地
域
創
造
課
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７　
（
２
２
３
）　３
９
８
４

２
・
３
日
目
（
７
月
29
日
・
30
日
）

・
場
所
　
　
尾
瀬
岩
鞍
ゆ
り
園
内

「
オ
ク
タ
」

・
募
集
人
員
　
５
０
名
（
先
着
順
）

・
参
加
費
　
　
無
料

※
昼
食
を
希
望
す
る
場
合
は
、
各
日
千

円
を
徴
収

・
申
込
方
法
　
申
込
書
記
載
の
上
、
役

場
む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
（
５
８
）
２
１
１
０

●
募
集
期
限

平
成
19
年
７
月
20
日

問
い
合
わ
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課
企
画
係

1
５
８
―
２
１
１
２

利
根
沼
田
広
域
圏
職
員
募
集

●
職
種

消
防
士

●
受
験
資
格

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

（
他
試
験
要
項
に
該
当
す
る
こ
と
）

●
試
験
日

平
成
19
年
10
月
14
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
よ
り

●
採
用
予
定
人
員

消
防
士
若
干
名

●
採
用
予
定
期
日

平
成
20
年
４
月
１
日

●
申
込
書
請
求
先
・
提
出
先

組
合
事
務
局
（
利
根
沼
田
文
化
会
館

４
階
）

●
受
付
期
間

平
成
19
年
８
月
27
日
（
月
）

よ
り
９
月
20
日
（
木
）
ま
で
　

●
問
い
合
わ
せ
先

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
　
　
振

興
整
備
組
合
事
務
局

1
（
２
２
）
３
６
９
１

自
衛
官
等
採
用
試
験

◎
二
等
陸
・
海
・
空
士

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◎
一
般
曹
候
補
学
生

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◎
航
空
学
生

高
卒
見
込
含
21
歳
未
満

“納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
”

写
真
は
６
月
17
日
（
日
）
に
桐

生
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
群
馬

県
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
試

合
後
の
記
念
写
真
で
す
。

こ
の
５
人
は
、
中
学
校
入
学
か

ら
現
在
ま
で
卓
球
部
員
と
し

て
苦
楽
を
共
に
し
て
き
ま
し

た
。片

品
中
学
校
卓
球
部
時

代
は
３
年
生
の
中
体
連
で
団

体
県
３
位
と
な
り
関
東
大
会

に
も
出
場
し
た
仲
間
達
で

す
。５

人
は
、
利
根
商
業
高

校
に
進
み
学
校
近
く
に
下
宿

し
卓
球
部
に
入
部
し
ま
し

た
。片

品
に
帰
る
の
は
月
に

１
度
く
ら
い
で
、
休
日
も
練

習
や
遠
征
で
今
大
会
ま
で
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

個
人
で
の
突
出
し
た
成

績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
何
よ

り
の
団
体
戦
で
卓
球
に
専
念

で
き
た
結
果
、
５
月
の
高
校

総
体
で
も
４
位
、
６
月
の
高

校
選
手
権
（
写
真
）
で
も
３

位
と
な
り
同
校
で
は
近
年
に

な
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

来
年
は
５
人
が
一
緒
の

進
路
を
歩
む
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
辛
い
時
や
楽
し

い
時
、
卓
球
の
記
事
を
目
に

し
た
時
な
ど
、
懐
か
し
い
練

習
風
景
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
こ

利
根
商
業
高
校
卓
球
部
３
年

（
片
品
中
学
校
卒
業
生
）

保健だより

「みんなで目指そう８０２０」

●
受
付
期
間

平
成
19
年
８
月
１
日
〜
９
月
７
日

●
一
次
試
験
日

９
月
17
日
（
月
）

〜
９
月
22
日
（
土
）

【
募
集
相
談
所
を
開
設
】

片
品
村
で
自
衛
官
採
用
試
験
の
募
集

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

自
衛
隊
に
つ
い
て
、
聞
き
た
い
こ
と

が
あ
る
方
、
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方

は
、
受
験
希
望
の
有
無
に
関
係
な
く
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

●
日
　
時

平
成
19
年
８
月
８
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
５
時
（
随
時
）

●
場
　
所

片
品
村
役
場
１
階
村
民
室
予
定

●
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

1
（
２
３
）
４
１
１
１

＊
群
馬
地
方
協
力
本
部
Ｈ
Ｐ

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集
！

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
で
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
の
大
学
卒
業
や
キ
ャ
リ

ヤ
ア
ッ
プ
・
生
涯
学
習
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
洋
々
な
年
代
や
職
業
の
人
た
ち

が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
募
集
期
間

６
月
15
日
〜
８
月
15
日

（
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

1
０
２
７
（
２
３
０
）
１
０
８
５

仕事の依頼があると依頼人とセンターで請負契

約をします。

●受　付　　　　　毎週 月 水 金 曜日

午前9時30分～午後3時まで

●事務所所在地　　片品村鎌田４０１０番地

●電　話　　　　　1５８－４９８８

片品村シルバー人材センター事業のご案内
各事業所様、農家のみなさん、仕事を頼みたい

方ぜひご利用下さい
片品村シルバー人材センターは皆様のご協力を

いただき２年目をむかえました。これからもよろ
しくお願い申し上げます。みなさんのご利用をお
待ちしています。

室内屋外の軽作業　農業手伝い　留守番

子守　食事作り　簡単な大工仕事や修理　植

木の手入れ　除草花植え　販売集金　公共施

設管理　清掃掃除　その他

６月２日から８日までの１週間は歯の衛生週
間であり、全国各地でよい歯のコンクール等が
行われました。
現在、平成元年から国民健康づくりの一環で、
８０２０運動と称して、歯の健康が呼びかけら
れています。８０２０運動とは、日本人の平均
寿命である８０歳で２０本の歯を残し、生涯自
分の歯で食べる楽しみを味わい、健康で豊かな
人生を送ろうという運動です。

歯を失う原因は、虫歯が最も有名だと思いま
すが、歯ぐきの病気である歯周病についても、
注目してほしいところです。歯周病が進行する
と、歯を失うだけでなく、口腔内で細菌が繁殖
し、肺炎や動脈硬化などの全身の健康にも影響
してきます。丈夫で清潔な歯と歯ぐきを保つた
めに、毎食後の歯磨きや、固い物をよく噛んで
食べる、禁煙するなど、まず出来るところから
取り組みましょう。また、定期的な歯科健診を
受けましょう。

「みんなで目指そう８０２０」
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
壁
に
突
き
当
た
っ
た
時

は
部
活
動
で
の
体
験
を
思
い
出
し

難
題
も
解
決
し
、
い
ず
れ
は
素
晴

ら
し
い
社
会
人
に
な
っ
て
い
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。

※
村
民
卓
球
大
会
な
ど
で
模
範
試

合
な
ど
見
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
試
合
を
し
て
い
く
子
ど

も
達
の
お
手
本
に
な
る
と
思
い
ま

す
。是

非
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

左から梅澤晴奈、吉野裕美、飯塚あゆみ、田村波瑠香、星野李佳（敬称略）

片品村シルバー人材センター事業のご案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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広
報
「
か
た
し
な
」
は
尾
瀬
の
木
道
エ
コ
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
印
刷
／
笠
原
印
刷

元気そうで呼びやすい名前がいい
なと思い「柚夏」と名付けました。
花や木の漢字を入れたかったの
で、さわやかなイメージの柚子の
字を使いました。

自分の考えで行動できる強い心と
誰からも親しまれる優しい心を持
った人になってほしいです。そして、健康で楽しい人生
を送ってほしいです。

■何処へお勤めですか：関越交通（株）鎌田営業所です。
■趣味は何ですか：写真・旅行・音楽鑑賞などです。
■片品をどう思いますか又､
どうしたいですか：星が綺麗で、新鮮な空気と野菜があ
り、心の澄んでいる人が多い村だと思います。美しい村
を村外へどんどんアピールして行きたいです。

■村内のおすすめポイントは：アヤメ平です。眺望抜群で、
人も少なく静かで素晴らしいです。

■好きな異性のタイプ：元気で明るい行動派の人です。
■目標があれば教えてください：村に同世代の人間が少な
い現状ですが、若者が残るように自分に出来ることがあ
れば実行して行きたいです。

■村民の方へメッセージをお願いします：この顔を見かけ
ましたら、気さくに声をかけて下さい。

柚夏ちゃん（H18.8.3生）
萩原誠　美千代さん（土出）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

『そよかぜ』のように人当たり
が良くおおらかな気持ちの人
になってほしいことから決め
ました。

相手の立場になって物事を考
えられる、思いやりのある人
になってほしいです。

そよ風ちゃん（H18.7.20生）
星野彰　京子さん（土出）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ん
　
２
人

千
明
　
貴
行
　
女
　
珠
妃

築
地

星
野
　
忠
治
　
男
　
凰
雅

御
座
入

★
結
婚
さ
れ
た
方
　
１
組

○
吉
野
　
宏
　
明
　
土
出

遠
藤
　
か
ほ
り
　
東
京
都

★
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
４
人

井
上
　
政
吉
　
65
歳
　
幡
谷

光
井
　
幸
子
　
78
歳
　
土
出

笠
原
　
き
く
　
86
歳
　
越
本

蓬
田
　
行
子
　
78
歳
　
東
小
川

７
／
中
尾
瀬

原
ニ

コ

キ

ス
ゲ
見
頃

７
／
14
越
本
祇
園
祭

７
／
15
花
咲
祇
園
祭

７
／
21
東
小
川
夏
祭

７
／
22
武
尊
神
社
夏
祭

７
／
28
笠
科
神
社
夏
祭

７
／
30
戸
倉
天
王
祭

７
／
31
尾
瀬
戸
倉
温
泉
納
涼
花

火
大
会

８
／
４
・
５
川
口
市
・
蕨
市
夏
祭

片
品
村
特
産
品
販
売

7月 21日（土）月夜野病院
22日（日）内田病院
28日（土）国立沼田病院
29日（日）沼田脳神経外科

8月 4日（土）利根中央病院
5日（日）月夜野病院
11日（土）内田病院
12日（日）国立沼田病院

◆休日の病院◆（緊急時）

納期は7月31日（火）です
●口座振替の方は事前に残高確認を!●

今月の 
　納期は 
今月の 
　納期は 

星野秀一
ほしのひでかず

さん 土出（24才）

国 民 健 康 保 険 税
固 定 資 産 税

第 4 期
第 2 期

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

５
月
20
日

６
月
19
日

（“土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中
”

（
Ａ
Ｍ
８：

30

Ｐ
Ｍ
12：

15
）

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜

日

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及

び
収
納
業
務
を
行
て
い
ま
す

寄
贈

「
写
真
」

東
京
都
世
田
谷
区
に
お
住

ま
い
で
写
真
家
の
菅
田
隆
雄

さ
ん
か
ら

秋
の
尾
瀬

原

を
写
し
た
写
真
（
全
紙
サ
イ

ズ
）
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た

写
真
は
中
央
公
民
館
２
階

会
議
室
前
に
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

善
意
善
意

菅田さんと千明村長




